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大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出計画（案）

１．はじめに
1-1．計画策定の目的、計画対象エリア

1-1-1．目的
JR 東海道本線大磯駅は町内唯一の鉄道駅であり、その周辺は、平成 28 年に改定した「大磯町まちづく

り基本計画」において、まちの拠点に位置付けられている。その他に「大磯町景観計画（平成 21 年）」で
は景観形成重点地区に、「大磯町バリアフリー基本構想（平成 23 年）」では重点整備地区に位置付けられ、「安
全安心のまちづくり」を求める町民からの「要望」や議会からの「決議」が提出されるなど、これまでに
多くの議論がされてきた。

これら既存の計画等を踏まえたうえで、さらに、平成 26 年の大磯駅前の東西２つの自転車駐車場統合
による自転車交通動線の変化、平成 29 年の旧吉田茂邸再建による観光客来訪、大磯港みなとオアシスや
明治記念大磯邸園（仮称）の計画進行を鑑み、大磯駅周辺の安全安心の確保及びにぎわいの創出を図るため、
本計画を策定する。

1-1-2．計画対象エリア
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大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出計画（案）

1-2．計画の位置付けと上位計画、関連計画
1-2-1．計画位置付け

 （仮称）大磯駅前広場周辺地区安全安心・にぎわい創出計画（以下、「計画」という。）は、大磯駅周辺の「安
全・安心のまちづくり」に関する町民からの「要望（署名）」、議会の「決議」、「大磯町バリアフリー基本構想」、

「大磯町景観計画」、「大磯町まちづくり基本計画（別冊）」など町民参画を得て策定した町の「先行計画」の町・
議会・町民の共通認識に基づき実施する。これら「先行計画」の実効性（社会情勢・環境の変化等）を検
討の上、個別の「先行計画」の整合、統合を図るための計画を策定するものとし、その過程で計画の詳細
を決定する。
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大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出計画（案）

1-2-2．上位計画、関連計画等
上位計画、関連計画等について、下記に示す。
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大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出計画（案）

• 　「6．参考資料」に、各計画等の抜粋をまとめる。
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大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出計画（案）

1-3．人口・入込観光客数と JR 大磯駅乗車人員の動向
1-3-1．人口

大磯町の平成 28 年人口は、31,467 人である。人口の推移をみると、昭和 35 年頃から昭和 60 年頃ま
で増加傾向であったが、平成になりほぼ横ばいで推移していた。平成 22 年の 33,032 人をピークとして、
その後減少傾向である。

年齢別人口では、0 〜 14 歳の年少人口と 15 〜 64 歳の生産年齢人口が減少、65 歳以上の高齢者人口が
増加しており、少子高齢化が進んでいる。

町の将来人口は、各種施策の推進により、2040 年に 30,000 人を目標としている。
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出典：平成 28 年度版 大磯の統計
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（注）昭和 25 年までは、現在（合併後）の行政区域で修正
（注）平成 13 年からは神奈川県人口統計調査の数値
　　（ただし平成 17 年、平成 22 年、平成 27 年は国勢調査の数値）

出典：平成 28 年度版 大磯の統計

（注）神奈川県人口統計調査の数値
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大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出計画（案）

1-3-2．入込観光客数
大磯町の平成 28 年度入込観光客数は 86 万人である。入込観光客数の推移をみると、平成 19 年以降、少々

増減はあるものの、近年はほぼ横ばいで推移しており、平成 28 年度は微増である。平成 29 年 4 月に旧
吉田邸が再建されてオープンしたことから、入込観光客数は増加が見込まれる。

平成 28 年入込観光客数を月別に見ると、7,8 月で年間の 43% を占めている。

- 60 -

74－Ｇ2．観光消費額の推移

74－Ｇ1．観光客数の推移

- 60 -

74－Ｇ2．観光消費額の推移

74－Ｇ1．観光客数の推移

1-3-3．JR 大磯駅の乗車人員
JR 東日本によると、大磯駅の 2016 年度 1 日平均の乗車人員は 8,051 人である。その内、定期利用者

が 5,438 人（約 68％）で、定期外利用者が 2,613 人（約 32％）となっている。
大磯駅の 1 日平均乗車人員の推移を見ると、2000 年度 7,211 人と比べて微増を続け、17 年間で約 800

人増加している。

入込観光客数の推移

JR 大磯駅 1 日平均乗車人員
人

平成 28 年度月別入込観光客数

出典：平成 28 年度版 大磯の統計

出典：JR 東日本ホームページ

出典 : 神奈川県観光振興対策協議会の入込観光客調査
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大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出計画（案）

1-4．大磯駅周辺の歴史
大磯駅前広場周辺地区の変遷の概要について下記に示す。

表　大磯駅前広場関連と大磯町の歴史

時代 年月日 大磯駅前広場関連の歴史

1887（明治20）年7月 大磯駅停車場営業開始。

1910（明治43）年5月 2代目駅舎が竣工。

1923（大正12）年9月 関東大震災で大磯駅は全壊

1924（大正13）年10月 震災復興、３代目駅舎が竣工。

1963（昭和38）年3月 大磯駅前広場舗装工事（日本国有鉄道と町で負担、コンクリート舗装）

1977（昭和52）年1月 神奈川中央交通（株）、町西部地区からのバス大磯駅乗り入れ開始。

1979（昭和54）年10月 駅前タクシー乗場雨除け完成（大磯町申請）。

1994(平成6)年　　 町にて駅前広場南側歩道を改修整備。

1995(平成7)年　　 町にて駅前広場北側歩道を改修整備。

2008（平成20）年4月 大磯駅バリアフリー化工事（エレベーター・エスカレーター）が完成。

2014(平成26)年3月 駅前広場東側に大磯町営駅前自転車等駐車場が完成

昭和

平成

明治

大正

N

0 100 500m

大磯駅前広場周辺地区

田

2 代目駅舎 ( 大正 6 年 )
出典：大磯町郷土資料館所蔵

3 代目駅舎 ( 昭和 3 年 )
出典：大磯町郷土資料館所蔵

初代駅舎 ( 明治 38 年頃 )
出典：大磯町郷土資料館所蔵

3 代目駅舎 ( 昭和 30 年頃 )
出典：大磯町郷土資料館所蔵

国土地理院地図航空写真閲覧サービス（平成 19 年）
住宅地等の緑が減少している

明治前期測量 2 万分 1 フランス式彩色地図（明治 15 年）
鉄道はまだ整備されていないが、東海道沿いや海岸沿いに
は家々が連なる。
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■土地利用等規制一覧表

項　目 大磯駅前広場 大磯駅周辺地区

-
市街化調整区域
（西湘バイパス南側）

1.用途地域等 市街化区域 市街化区域

- 第一種低層住居専用地域（町役場周辺）

- 第一種中高層住居専用地域

第一種住居地域 第一種住居地域
近隣商業地域 近隣商業地域

- 準工業地域・臨港地区

-
特別用途地区・風致地区
（町役場周辺）

2.建築関連 高度地区（最高限第2種・15ｍ） 高度地区（最高限代1種・13ｍ、第2種・15ｍ）

準防火地域 準防火地域
3.都市計画道路 - 国道134号線（3・5・1）、新湘南国道（1・4・1）

4.災害警戒区域
-

津波浸水想定
（国道1号線より南側）

- 土砂災害警戒区域（急傾斜地）

5.文化財 N0.159遺跡：縄文時代　散布地
（町営駅前自転車駐輪場一帯）

複数存在

◎

◎
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用途地域図（詳細）
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大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出計画（案）

1-5．土地利用規制
駅前広場及び周辺地区の土地利用規制を一覧表に整理する。

第

用途地域図（広域）

0 100 500m

出典：H29 年大磯都市計画図

出典：H29 年大磯都市計画図
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大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出計画（案）

1-6．コンセプト
1-6-1．事業の基本的考え方

町では、（仮称）大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出事業についての基本的考え方は次のようである。

（1）エリアの設定
「大磯町まちづくり基本計画」に「まちの拠点」として位置づけている「大磯駅〜下町〜大磯港（オアシス）

〜役場」の一体的圏域（徒歩圏）とする。また、「みなとオアシスエリア」と重複し、大磯港みなとオア
シス構想と連携、役割分担する。

（２）コンセプト・イメージ
総合計画の目標「交流人口の増加」と「定住人口の安定化」を目指し、「計画等」を基に、次の 3 つの

コンセプトを定め、各事業イメージを挙げる。

①安全安心、防災のまちづくり
• 歩行者、自転車、公共交通機関、自動車の位置付け、空間、動線の見直し
• 快適な公共交通環境の整備
• まちの防災、防犯性の向上　　等

②大磯らしい魅力的で個性的なまちづくり
• 大磯らしさの象徴である駅前周辺の緑等の保全や景観の創出。大磯の玄関口、町民や来訪者の交流拠

点として、人が集まり憩う空間の創出
• 観光や賑わい資源との連携
• 空き家の利活用推進
• 駅を起点とした人の回遊の誘導　　等

③交流と子育て世代の定住を促すまちづくり
• 教育や子育てに配慮した環境整備
• 通学路の安全確保　　等

 

（仮称）大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出事業

１．事業の位置づけ

（仮称）大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出事業（以下、「事業」という。）は、大磯駅周辺の「安

全・安心のまちづくり」に関する町民からの「要望（署名）」、議会の「決議」、「大磯町バリアフリ

ー基本構想」、「大磯町景観計画」、「大磯町まちづくり基本計画（別冊）」など町民参画を得て策定

した町の「計画等」の町・議会・町民の共通認識に基づき実施する。これら「計画等」の実行性（社

会情勢・環境の変化等）を検討の上、個別の「計画等」の整合、統合を図るための計画を策定する

ものとし、その過程で事業の詳細を決定する。

２．事業の基本的考え方

エリアの設定

「大磯町まちづくり基本計画」に「まちの拠点」として位置

づけている「大磯駅～下町～大磯港（ｵｱｼｽ）～役場」の一体的

圏域（徒歩圏）とする。また、「みなとオアシスエリア」と重複

し、大磯港みなとオアシス構想と連携、役割分担する。

コンセプト・イメージ

総合計画の目標「交流人口の増加」と「定住人口の安定化」を目指し、「計画等」を基に、次の

３つのコンセプトを定め、各事業イメージを挙げる。

① 安全安心、防災のまちづくり

・歩行者、自転車、公共交通機関、自動車の位置付け、空間、動線の見直し

・快適な公共交通環境の整備 ・まちの防災、防犯性の向上 等

② 大磯らしい魅力的で個性的なまちづくり

・大磯らしさの象徴である駅周辺の緑等の保全や景観の創出。大磯の玄関口、町民や来訪者の

交流拠点として、人が集まり憩う空間の創出 ・観光や賑わい資源との連携

・空き家の利活用推進 ・駅を起点とした人の回遊の誘導 等

③ 交流と子育て世代の定住を促すまちづくり

・教育や子育てに配慮した環境整備 ・通学路の安全確保 等

３．事業の進め方

・学識経験者が参加する推進会議の設置や、町民意見を求めながら町民の代表である議会との情報

共有と議論を重視して計画を策定する。

・計画策定後の整備は、国や県の交付金及び民間資金等の活用を検討する。

４．事業のスケジュール

平成 年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 月 月 月 １月 ２月 ３月

事

業

の

概

要

※ 本ｽｹｼﾞｭｰﾙは、関係者協議等により変更する場合があります。事業内容、進め方等詳細は推進会議で検討します。

※ 駅前の大磯町土地開発公社が所有する土地は、協議の上、大磯駅前用地利活用検討委員会答申に基づき暫定的に整

備・開放 一般開放・短期的催し します。

全体

・概ね か年程度の中長期的な事業とし、実施可能なものから着手する。

測量業務委託 

計 画 策 定 業 務 委 託 

民間活力

活用調査 

関係者協議(ＪＲ・警察・道路管理者・地元関係者等) 

計

画

策

定 

（仮称）大磯駅周辺安全安心・ 
にぎわい創出事業エリア図 

推 進 会 議 全 ４ 回     
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1-6-2．駅前広場整備のコンセプト
大磯駅前広場整備コンセプトを導き出すために社会背景及び既存計画等をフローで整理した。

※各先行計画の概要は「資料編 3．上位計画、関連計画の内容抜粋」を参照

社会背景・大磯町の動き 駅周辺地区に関わる計画のコンセプト

出典「平成 18 年 3 月策定：大磯町まちづくり基本計画
　　　　　　　　　　　　　　　（大磯町第 4 次総合計画）」
【基本理念】
豊かな自然に歴史・文化が薫りほっとする素敵なまち 大磯

主な町の全体計画のコンセプト

出典「平成 28 年 6 月一部見直し：大磯町まちづくり基本計画（別冊）
（大磯町第 4 次総合計画後期基本計画）　2016 年度〜 2020 年度」
【まちの将来像】
紺碧の海に緑の映える住みよい大磯
人口ビジョン・総合戦略（ H28 年 3 月）を踏まえた共有目標

「交流人口の増加」と「定住人口の安定化」

・地域産業や経済の状況が変化している。
・人口減少社会が到来（平成 27 年では町人口の 3 人に１
人が高齢者）。
・税収の落ち込みなど財政状況が深刻化している。
・安全・安心への意識が高まっている。

出典「平成 29 年度：（仮称）大磯駅周辺安全安心・
にぎわい創出事業のコンセプトイメージ」
【対象区域】 JR 大磯駅から大磯港まで
① 安全・安心、防災のまちづくり
② 大磯らしい魅力的で個性的なまちづくり
③ 交流と子育て世代の定住を促すまちづくり

出典「平成 23 年 3 月策定：大磯町バリアフリー基本構想」

【基本理念】
安全安心に暮らせる「 人にやさしいまち」大磯

出典「平成 21 年 3 月策定：大磯町景観計画」

【良好な景観形成の基本目標（将来像）】
町民が愛着と誇りを基に自ら創りだす、豊かな自然に歴史と文
化が薫る美しい景観のまち　大磯

出典「平成 29 年 2 月：大磯港みなとオアシス（賑
わい交流施設）基本構想」
【対象区域】 JR 大磯駅から大磯港まで
ここからマチナカも瀟洒な雰囲気を体感するマチ
歩きが始まる　人や情報の交流と賑わい創出の
拠点
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・圏央道の開通・延伸、国道 134 号の 4 車線化に伴い、
観光需要の創出等、地域活性化の期待の高まり
・2020 年東京オリンピック・パラリンピックの開催で、
江ノ島がセーリング会場になるなど、外国人を含む観光
客の来訪への期待の高まり

・個性の発掘と活力を明日の大磯町の活力につなげる
・少子高齢化への対応
・自然環境の保全と良質な風景の形成
・既存施設等の活用

・平成 16 年 6 月に景観法が制定された。
・本町は平成 17 年 2 月に景観法に基づく景観行政団体と
なり、積極的に景観行政に取り組んでいくこととした。

出典「平成 21 年 3 月策定：大磯町景観計画地区
別景観形成方針」
【景観形成重点地区】 大磯駅周辺南
町の玄関口として、風格ある街並み景観を保全
し、「穏やかな自然」と「都市の賑わい」が調和
した緑豊かな景観の創出を行う

出典「平成 23 年 3 月策定：大磯町バリアフリー
基本構想」
【重点整備地区】 大磯駅周辺地区
主要な公共・公益施設が集積しており、重点的
に整備を図る

駅前広場等に関わる計画のコンセプト

・大磯町では、高齢者、障がい者等が自立した日常生活
や社会生活を営むことができる生活環境の構築を目指
す。

出典「平成 26 年 7 月策定：大磯駅前用地
の利活用方策に関する答申書（旧駐輪場跡
地）/ 大磯駅前用地利活用検討委員会」

大磯駅前用地は、町の玄関口の顔となる重
要な場所であることを重視し、以下の点を
踏まえた土地利用を図る
・憩いや交流の場となるための利活用
・景観や自然などの特性や魅力の尊重
・歩行者や自転車等利用者への安全安心な
対応

・平成 25 年 9 月に大磯町長から自転車駐車場の整備場所
を踏まえた大磯駅前用地のゾーニング並びに活用方法等
について諮問。

出典「平成 29 年 3 月：大磯町ブランドメッセージ＆ロゴデザイ
ン決定 / 新たな観光の核づくり推進協議会（町・観光協会・商
工会他関係機関 22 団体）」
・町で「新たな観光の核づくり事業」の大磯ブランド戦略の一
環として実施
恵まれた自然や邸園文化などの「大磯独特の地域資源」を活か
し、ここに住む「豊かさ」を通じて「大磯町を楽しむ」ことを
町内外の人と分かち合いながら観光・交流促進を進め、大磯町
のファンを増やしていくことを目指す

・神奈川県では、平成 24 年度に認定事業「新たな観光の
核づくり事業」をスタート
・神奈川には横浜・鎌倉・箱根という世界に誇る国際観
光地があり、それ以外にも「第４の国際観光地」を創出し、
地域経済の活性化、ひいては神奈川全体の経済活性化に
つなげていくことを目指す。
・「新たな観光の核」候補地域として、城ヶ島・三崎地域（三
浦市）、大山地域（伊勢原市、秦野市、厚木市）、大磯地域（大
磯町）の３地域を認定

平成 20 年 3 月：大磯駅周辺の安全安心のまちづくりを
求める決議 / 大磯町議会

出典「平成 20 年 6 月：安全安心のまちづくりのための
大磯駅周辺の道路・歩道整備を求める要望書 / 区長連絡
協議会会長 , 漁業協同組合長、他署名約 6 千名」
・大磯駅から郵便局への県道 610 号線の道路拡幅と歩道整備
・ふれあい会館への町道 48 号線の道路拡幅と歩道を整備

連携・共有

連携
共有

大磯駅前広場整備コンセプト（案）

①歩行者に優しい安全安心な駅前広場
②大磯らしい風格ある町の玄関口
③憩いと交流と賑わいあふれる駅前広場

→計画対象範囲



にぎわい
③憩いと交流と賑わいあふれる駅前広場
・駅前広場に歩行者の滞留空間を確保し、待ち
合わせや休憩の場を提供する。
・東側旧駐輪場跡地を利活用し交流の場を整備
する。

大磯らしさ
②大磯らしい風格ある町の玄関口
・大磯らしい自然、文化歴史の継承
・駅前広場の施設（柵、照明灯、シェルター等）
は、景観に配慮し、大磯をイメージするデザイ
ンをもたせる。

安全・安心
①歩行者に優しい安全安心な駅前広場
・安心に歩いてまわれる歩道空間の確保。
・安全で快適に通行できる車両空間（自転車、バス、
　タクシー、一般車）の整理。

イメージ図

イメージ図 イメージ図
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大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出計画（案）

歩き楽しみ、憩い・にぎわいあふれる大磯の玄関口
大磯駅前広場整備コンセプトは次のとおりとする。

歩き楽しみ、にぎわいあふれる大磯の玄関口
にぎわい

③憩いと交流と賑わいあふれる駅前広場

・駅前広場に歩行者の滞留空間を確保し、待ち合わせや休
憩の場を提供する。
・東側旧駐輪場跡地を利活用し賑わい拠点を整備する。

大磯らしさ
②大磯らしい風格ある町の玄関口

・大磯らしい自然、文化歴史の継承
・駅前広場の施設（柵、照明灯、シェルター等）は、大磯
をイメージするデザインをもたせる。

安全・安心
①歩行者に優しい安全安心な駅前広場

・安心に歩いてまわれる歩道空間の確保。
・安全で快適に通行できる車両空間（自転車、バス、タク
  シー、一般車）の整理。

大磯駅前広場ゾーニングイメージ図

イメージ図 イメージ図 イメージ図

（大磯駅舎）

駅前広場

広場内を行き来できる安全な歩道空間

歩行者滞留空間

（町営駐輪場）

（町道大磯 48 号線）
（町道幹線 13 号）

（町道幹線 12 号線）

（
県

道
大

磯
停

車
場

線
）

（
さ

ざ
ん

か
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り
）

（大磯駅前洋館）

（駅前商店等）

（聖ステパノ学園）

（JR 東海道線）

（至 平塚→）（←至 二宮）

（緑の丘陵地）

（緑の丘陵地）

交通ロータリー にぎわい空間
（旧駐輪場跡地）

（駅前用地「その他利用」地区）

大磯駅前広場周辺地区安全安心・にぎわい創出計画策定業務

P2-3

２- ３.　大磯駅前広場計画コンセプト（案）
大磯駅前広場計画コンセプト（案）を提案する。

大磯駅前広場ゾーニングイメージ図


